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　明くる朝。快晴。海からの微風が吹くテラス。テーブルに置かれるコーヒーカップとソーサーの、かちゃり、という音が心地いい。昨夜さんざん難しい話を聞かされ、眠りにつけば悪夢にうなされたが、朝の陽射しに婚約者のたおやかな姿をみればすべて雲散霧消してしまう。独り身ではこうはいくまい、と思う。


「医者のふたりは？」


「もう出かけられました。あちこち観光したいとおっしゃって」


「もう？」


「いざ仕事となると何日も睡眠がとれないこともあるんだそうですわ。だからなんにもない日はとても貴重なんですって」


「だろうな」

　

　彼らは災害があればどんな山奥でも入って行って人を救う。紛争地域も対象になっている。移動病院のような車両を持っているのはそのためだ。リーダーのレル・ヴァリスは学生の時分からそういった仕事を望んでいたのだという。


　軽くため息をつきつつ、ふと携帯電話を開けてみる。公的な用事は公的秘書経由で入ってくるから、自分の携帯には当然、個人的な用事しか入ってこないようになっている。のだが。　


「え」


「……どうかなさいまして？」


　数時間前からいくつも着信がある。だれ？　パウジーニ？　レアニド？　レアニドは法務部のドストエフスカヤの腹心だが……？　彼らがいったい何事？？


　着信は全部メールだった。緊急性の低い用件ということになるのか。さわやかな朝にざわざわと不穏な空気が混じりはじめた。
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　やがてメールすべてを読み終えたエドミールは、はあぁ、とため息をつき、携帯電話を閉じて、言った。「ケンが」、と。

「ケンが、パリで捕まった。建造物侵入で」


「――桧山さんが！？」


「今朝、美術館内部にいるのを警備員に見つかって捕まったんだそうです。犯罪性はないと判断されて、身元引受人を求めたらＨ＆Ｌ本部だったと。それで秘書のパウジーニが念のため法務部の人間と一緒に本人を迎えに行って、今、三人パリで朝食中。

まあ、ブリュッセルとパリは陸路で二時間もかからんし、助けを求めるなら妥当でしょう。それにしても――」


　憮然としていたエドミールだったがついに笑いだした。


「どうしてパリの美術館で？　例のケ・ブランリー美術館に、例のモノを見に、昨夜、イリチヤといっしょに忍び込んだんですよ。昼間の、開館時間中に行けばいいものを。

パウジーニとレアニドのメールにはイリチヤのことがひとことも出て来ないところ見ると……イリチヤに置いてけぼりを食ったんではないかな、彼はどんなに警備の厳しい建物でも簡単に入って出て来られるんです。だからケンカ別れでもしたか、イリチヤだけいなくなってしまったか……」


「――――」


「あとでパウジーニが財布を持っていないケンといっしょに、こっちへ来るそうです。妻子がいますからね。一応、家族には内緒にしておいてください。それと、医者二人組にも」


「じつは……昨夜からバラムの姿が見えないんです。もしかしたら……」


「バラムか！　飛行機に密航するくらいだから、どこへでもついていきそうだ！」
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　はたしてエドミールの言う通りだった。美術館内でイリチヤに置いていかれたケンは、朝まで待っていたが……施錠された建物から外へ出る手段はない……イリチヤは結局戻って来なかったのだ。


「戻って来なかったって、どこへ行ってしまったんだ？」


「……ポータルの中へ」


「――なんだって――」


　前夜、不用意にもなにも持たずに出かけてしまったケンである。パスポートはおろか、携帯電話も身分証明書も何も持っていなかった。その状態で閉館中の建物の中にいたのだから警察に突き出されてとうぜんだった。


エドミールの脳裏に（あほか！）の文字が浮かんだが口にしたら収拾がつかなくなることは目に見えているからけんめいに耐えた。救いはケンの上着の内ポケットに自身の名刺が一枚入っていたことだった。Ｈ＆Ｌに連絡をとり……早朝だったがＨ＆Ｌは二十四時間営業だから連絡はすぐにとれた……秘書のパウジーニに来てもらって身の証しをたててもらった、というわけだった。


「災難だったなあ」

　本音はともかく、いちおう労ってやるか、と考えたエドミールはしみじみそう言った。ケンは焦燥していて、うっかりからかえない雰囲気だった。


「いや、オレのことはいい。せいぜい、警察に突き出されて、朝っぱらからパウジーニさんとレアニドさんにパリまで出向いてもらって、お互いに気まずい思いをしただけだ。しかしイリチヤが戻って来ない」


　こうして№322の冒頭へループする。


「戻って来なかったって、どこへ行ってしまったんだ？」


　ポータルの中へ。
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　テクトリがイリチヤを欲しがった、というのは本当のようだ。理由はイリチヤが冥界王の唯一の子孫だから。


「そう言ったのはイリチヤ自身だ。しかし、よくよく聞いてみると、冥界王が健在かどうかはわからないというんだ」


「なあ、ケン、ベネトナシュが現れてから常々疑問に思っていたんだが、神々というのは不死なのか。寿命はないのか。永遠に存在しつづけるのか」


「それをいうのなら、エドミール、彼らは不死だ。寿命はない。永遠に存在し続ける。人間の魂と同じように」


「ならば……冥界王が健在かどうかわからないというのはどういう意味だ」


「魂は己の表現したい部分、あるいは側面を物質次元に投影する。肉体として。それはわかるだろ、一いち魂がいっときはヒューダーを、いっときは桧山健を演じている。いっときはバイスロイを、いっときはエドミールを演じている。それはそのときどきに果たす役割、あるいは目的によって異なる部分や側面が出てくる。けれど魂同士の関係は変わらない。

神々もそうなのだ。ベネトナシュのようなのは、いつも同じビジュアルをしている。ほかに表現したいものがないのか、それとも、己にほかの側面があるということを知らないだけかもしれん。


イリチヤの言う冥界王が健在云々は、そういうことなんだ。もしかしたらすっかり変わってしまって、『彼』だと、認識できないのかもしれないと……」


「まさかそれを確かめにポータルの向こうへ！？」


「……テクトリが己の地位の正当性のために、というのはベネトナシュの言い分なのだ。やつの言葉を信じる？　そんな謂われは、どこにもないんだ。イリチヤじゃなくたって、何が本当なのか確かめたいと思うさ。さもなければ、やつのえげつない干渉を受け続けることに、なりかねない。……」


「何か言いたそうだな。ほかにもなにか理由があるのか」


「……ポータルの存在だ。ポータルとは出口であると同時に入り口でもある。『ここより入れ』という示唆を持って、パリに置かれたのかもしれない。イリチヤはそう言ってた」


「おい――本気か――」


「『Fairy tale』を著あらわしたのは誰だ」


「――――」


「イリチヤの本当の母親だ」
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「イリチヤは己の出生についてまるで興味を持っていなかった。しかし、知る気もなかった事実を、突きつけられた。バイスロイ、おたくがいちばんよく知ってるだろ」


　ミクトランで『あの男』にさらわれたイリチヤに、アンベレオの王宮で再会した時のことがまざまざと思い出される。

時のアンベレオ王はイリチヤにひざまずき、神官たちは恐れ慄いていた。

アンベレオ王国を支配する神の子。さまざまな証拠が神の子をであることを証明し、神その人が己の子であることを認めた。だがその神は、人間の生血を欲する存在、冥界の王だった。その遺伝子を持っているのだと悟ったイリチヤの苦悩を――バイスロイは目の前で見ていたのだ。


　――少し脱線するが、同じ時期にヒューダーとダーヴェとは評議会の犯した罪を負って極刑の判決を受けていた。彼らが神々……冥界王……への供物対象になると知ったイリチヤの苦悩を見るに見かねたバイスロイは、新総督家の慶事による恩赦という手を使ってヒューダーたちを開放したのだった――


　背景は少々複雑だった。冥界王は自身の王子の存在を知らなかった。だが、イリチヤが持っていた『オリカルクムの指輪』は、冥界王が自ら后に贈ったもの。当時、后はみごもっており、それは不貞の子だとの注進を真に受けた冥界王は母子を追放したと、当時すでに大昔のおとぎ話だった『9かける3番目の王国』物語にある。


冥界王が后の懐妊を疑ったのには訳がある。彼の周囲には多くの女性がいたが、子を授かった者は……後にも先にも……ひとりもいなかったものだから、信じるよりも疑いが勝った。ちなみに、あれこれ注進して彼の心の中の疑いを煽ったのは、若き日のテクトリである。


王国の物語にその後はない。后の追放を境に、王の心が荒んでいく一方で多くの取り巻きが集まり、その重みで王国は地の底へと沈んでいった。


追われた后は天界の神々によって子と引き離された。まさにそのことが、子の父親が冥界王であることを証しているのだが、冥界王本人が我が子の存在を知らなかった。だからイリチヤは、己の出生になんの関心も持てなければ、己の存在の意味も価値も見いだせなかった。彼はただ水に弄ばれる小さなイモリだった。


　己の不明を、冥界王は子に詫びた。しかし冥界王を、恐るべき力の所有者にして人間の生血を欲する存在として認識したイリチヤが、謝罪など信じられるわけがなく、双方は平行線のまま、ついに決裂する。


　――結局、この決裂が、イリチヤのカルマとなっているのでないかと、バイスロイはこっそり考えた。彼の苦悩を前に、己の信ずる道を、と助言したのは他ならぬバイスロイだったのだが。






325






「オレは――」と健は呻く。「本気にしていなかった。ただの思いつきを口にしているだけだろうと思った。だが、あいつはあっさりポータルへ踏み込んでしまった。止める間もなかった。オレは後を追おうとした。追おうとしたんだ、が、もし、帰ってこられなかったら！？　ひろと真はどうなる？　Ｈ＆Ｌはどうにでもなるだろうが、ひろと真は？　でも今追えば追いつくかもしれん、しれんが……いったん迷ったら足が、体が動かなくなって……あの石の仮面の前で、外が明るくなるまで、ただ立ちすくんでいたんだ……」


　面を伏せ、頭を抱えてしまった健の隣に腰かけ、エドミールは低くつぶやいた。

「そんな選択を迫られて、簡単に決められるやつはいないさ」

「…………」

「なあ、ひょっとして、バラムがイリチヤについて行ったんではないか？」

「バラム？　気がつかなかったが……」

「昨夜から見かけないのだ。ああ、きっとそうだ、バラムがいっしょなら！　こんな心強い味方はいない――」


　ふいにケンは立ち上がり、部屋を出て行ってしまった。なにか気に障るようなことを言ってしまったかとエドミールが気にしたくらい、唐突だった。しかしすぐに戻って来た時は携帯電話をいじっていた。


　イリチヤは「メールしたのに。見てないの？」と言っていた。ならばそのメールが残っているはずでは――


「あっ……た……」


「なにがあったんだ？」


「イリチヤからのメール」


「え！　見せて！」


「日本語だけど」


「なんで日本語なんだ！！」


「おたくが日本語習えば済む話だろ！　いやいやそんなこと言ってる場合じゃない、これは――動画――？　おい、テレビある？　画面が小さくて見づらいんだ」


　さっそく大公家御用達の電気工事屋が呼ばれ、ケンの携帯電話と大画面のテレビモニターとが繋がった。


　そこに映し出されたのは――もしかしたら――死後の世界だった。
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　紫がかった青緑色の壁が、山肌だ、と気づくのにしばらくかかった。低い山々はなだらかに連なり、ふもとは見渡す限りの緑の草原。緑以外の、白や橙の小さな点々は花々。

冥界への扉をくぐれば冷たい暗黒が待っているとばかり思っていた頭には、まるで飲み込めない。それともここは――


どこかで音が鳴っている。『妙なる』という形容がしっくりと当てはまる、玄妙な和音。軽やかな旋律。温かな湯に浸かっているような、全身から、トゲが、不純物が抜き取られる感覚。


――ここは、死後の世界というやつ？


　カメラはいつのまにかイリチヤの手元をはなれて、彼を含めた遠景と、妙なる音とを拾っている。彼の額の髪を巻き上げる微風はあたたかく、かぐわしい。そんなことまでが伝わってくる。


　カメラが少し右の方向へ向くと、前方に、人が立っていた。白っぽいマントをまとった、後ろ姿。光……おそらく陽光……の加減で、マントはなめらかな質感と重みを感じる。遠目にフードをかぶっているかのように見えたが、少し近寄ってみると、フードではなく、髪だとわかった。この人物は真っ白に長くうねる髪を背に流していた。彼は……広い肩幅からして男性だ……緑の平原の真ん中で己の足元を見ていた。


　何をしているんだろう。


　近寄ってみれば――平原の真ん中を真一文字に亀裂が走っている。

もし、注意せずに駆け抜けようとしたら、確実に亀裂に転落するだろう。亀裂はごくさりげなく平原を分断していた。向こう岸まで、ところによっては数メートル、ところによっては十メートルはあろうかという不規則なもので、断面はイギリス・ドーバーの白亜の崖を思わせる。平原を真っ二つに裂く深淵。

そして、その遥かな底は、底では、波が荒れ狂っていた。

男は、荒れ狂う波を眺めていた。
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　　緑なす山々

　　国原は大海の中に安らい

　　奇しき動物の……


　男は歌うように呟き、イリチヤを振り向いた。

　男の目と、イリチヤの目が合った。澄んだ紅い色の瞳はルビーのよう。なんとなく、ふたりは見合った。緊張も警戒もなく、ただなんとなく。


「あまり近寄らぬ方がよいぞ。世界は今、荒れている」


　男はイリチヤにそう語りかけ、まなざしを亀裂の彼方へ戻し、歌の続きをつぶやいた。


　　

　　海底に沈めるもの

　　再び輝かしい日の光のもとに持ち出され

　　人類はここに定住する

　　誰か知る

　　この詩の結論を[1]


「そなた、名は？」と、男は尋ねる。


「…………」


「余はローカパーラ。そなたは？」

　誰何でも詰問でもない、日常会話のついでのような、『私はコーヒーがいい。あなたは？』のような、どうということのない問いかけ。


「……イリチヤ」


「ふむ？　ここの者ではないな。迷い込んだか？」


「……なぜ？」


「なぜ？　おお」

　男は声をたてて笑った。楽し気な笑い。

「ここは余の庭だから」彼はわずかな仕草で周囲を示した。彼の庭は全世界を指すらしかった。
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「あなたの庭？　ああ。ごめんなさい。知らなかった。間違えて入ってしまったみたいだ。すぐに出て行くよ……」


　イリチヤは狼狽気味に後ずさりしようとした。男が体の向きを変えてゆっくり、まっすぐ、歩み寄ってきたからだ。男の歩みはゆっくりだったはずなのに、次の瞬間には、目の前にいて、手を伸ばしてきた。


　なにかされる。イリチヤはとっさにそう思った。思っただけで、体が硬直してしまった。男の右手が、左上腕に触れている。手術で繋いだばかりのあたりに。


「誰かが傷つけ……誰かが治した……？」眉をひそめて男はそう言った。


「――どうして――わかるの――？」


「これは……痛かったであろう……かわいそうに……」


　男の手が触れているあたりが熱い。しかし不快な熱さではない。切断と神経に障る激痛がもたらした、気が狂うような熱さではない。生命エネルギーが脈動する熱さとでもいおうか。


「できる限りのことはした、けれど、完全に元通りになるかどうかはわからない」とレル・ヴァリスは言っていた。

術後ひと月でふつうに動き回れるという驚異的な回復を遂げ、それでも左上腕でずっとうずいていた微かな痛みが、きれいさっぱり、無くなっている。熱さは去って、体中が暖かい。厳寒ののちの陽光を浴びているような心地よさに、あっけにとられ呆然としていると、男は、ふっと笑った。


「余計なことをしてしまったか」、と。「ひとの痛みが見過ごせない質たちなのだ。許せ」


　その時になって、イリチヤは気がついた。男の額に緑と金の光が輝いていることに。
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